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わたしのパンデミック生活は、人工知能（AI）

とともに始まった。新型コロナウィルスが日本

にやってきたころ、わたしの頭の中に人工知能

が研究対象として芽生えた。歴史学や北米研究

の中でメディア技術について研究してきた私

が、AI の分野に飛び込むのは無謀かとは思い

ながらも、AI に関する書籍や論文を読みあさ

るステイホームの時間を得た。マイノリティ研

究への関心から、特に社会的マイノリティの生

活において AI はどのような影響を及ぼしうる

か、考え始めている。ここでは、いくつかの論

点に触れたい。

歪みの伏在と再生産

ただでさえ周縁に置かれている社会的マイノ

リティにとっては、デジタル技術によって可能

になる包摂は、孤立や孤独を解消し、自己肯定

感を獲得するためには重要な変化である。逆

に、デジタル技術によって、マイノリティが排

除される構造がさらに強まることは、絶望感を

もたらす。デジタル技術の開発に関する報道

は、往々にして企業による商品紹介など利便性

を強調するものが多いため、報道も前向きにな

りやすく、過去にできなかったことができるよ

うになったという新規性が脚光を浴びることが

ほとんどだ。

AI 技術の社会実装に関する報道言説も、基

本的にはこのシナリオを踏襲している。ドロー

ンによる無人配達が過疎地への物流を支援す

る。コロナ禍でマスクしたままでも顔認証がで

きる技術が安全管理のために使われる。塾が

AI を活用して生徒の最適学習メソッドをカス

タマイズする。このように社会への善を強調す

る報道が多い。

こういった報道の中に効率的な人事採用、人

事異動のための AI ソフト開発が含まれ、この

市場は着実に拡大している。過去には海外で人

事採用のための AI が問題となったことがある。

エンジニア職に男性ばかりを採用していた過去

の歴史が実績データとして入力され、女性はエ

ンジニアに不向きと歪んだ AI の学習になり、

女性エンジニアが雇用されにくいバイアスを

AI が実践していたことが判明した。国内でも

就職支援企業が採用内定辞退率を算定し、企業

にそのデータを販売していたことが問題になっ

た。そのような AI 技術の運用リスクがあるに

も関わらず、採用 AI についての報道は今でも

おおむね肯定的である。このように、社会のさ

まざまな場面に埋め込まれている差別、偏見、

そして格差の構造が、アルゴリズムによって無

意識に再生産されうること、そしてそれが社会

的マイノリティのさらなる差別助長につながる

ことは直視したい。

AI の技術発展による南北問題も起きている。

AI が映しだす「環」
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YouTube などの動画共有サイトでは、不適切

な画像のチェックのために AI を導入している。

グーグル社が 2020 年 4-6 月期に削除した 1140

万件のうち、99.2% は AI による検知だったそ

うだ 。このように不適切動画の学習と検知精

度の向上が目覚ましい AI も、ときには最終判

断のために人間の目が必要になる。グーグル社

だけでもこの不適切画像の確認作業をする人間

を一万五千人雇っている。精神的な負担が重い

この仕事は、アメリカでは過酷な労働として裁

判沙汰になり、企業側が敗訴したことがあっ

た。その結果、労働者の権利が弱く、精神的負

荷が労災保障対象に含まれていない南アジアの

国々へ、この仕事が流れている 。このような

労働者の搾取は、AI をめぐる南北問題を如実

に表している。

インクルージョンのための AI

マイノリティ研究の視点からは、AI によっ

てかき立てられる情動の研究にも注目したい。

対人コミュニケーションが苦手な人にとって

は、AI アバターが安心してコミュニケーショ

ンを取れる存在になりうるかもしれないと期待

がふくらむ。地方に住む性的マイノリティの人

が、同じ性的指向の人と出会う機会がなく、孤

独感を感じながら生活を送っていたのなら、同

じ指向の当事者意識を持つようカスタマイズさ

れた AI アバターがいれば、帰属感、自己肯定

感を得るすべになるかもしれない。

社会福祉の分野では、生活支援を必要とする

人への最適な支援方法を算出するために AI を

活用している地域がある。カリフォルニアで

は、路上生活者の状況に応じて最適な住居支援

方法をアルゴリズムがはじき出し、限られた支

援資源をより効果的に配分すべく、持続性のあ

る支援のあり方を追求する取り組みがある 。

人海戦術では限界を見る包摂の取り組みも、

AI を用いることでより広く社会的マイノリ

ティと寄り添うことが可能になる。これこそ

AI の十八番（おはこ）であるべきだ。

労働への影響

AI の開発や社会実装が進むにつれ、「人間の

仕事がロボットにとって代わられてしまうかも

しれない」という悲観的な語りをよく目にす

る。20 世紀初頭に工業オートメーションが加

速したときは、「技術開発が人間の労働時間を

縮減してくれる。いずれは（週休１日ではなく）

週休５日さえ可能になるかもしれない」という

楽観的な言説があった。働きたいのに機械に仕

事を奪われる人。技術のおかげで労働から解放

される人。

北米などでアンチワーク（Anti-work）とい

う運動が広まりつつあるそうだ。ミレニアム世

代を中心に、レジャーを最大限優先し、働くこ

とを拒否する運動である。Reddit 上のアンチ

ワークのフォーラムは、2020 年の秋には 17 万

人の登録しかなかったが、たったの 1 年で 170
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万人に膨れ上がった。同様に、中国の若者の間

で「躺平族（とうへいぞく）」が増えているそ

うで、この若者たちはカネの奴隷にはならず

に、生きていくために必要な金のみを稼ぐ「横

たわり」重視の姿勢を指しているそうだ。

このような労働感やレジャー感を持つ人たち

は、AI をはじめとするさらなる技術革新によっ

て実現される「労働からの解放」を人一倍、期

待しているからかは定かではない。しかし、こ

の人々が将来的に社会保障制度の恩恵を十分に

受けられなく、社会の周縁に追いやられてしま

う危険はある。働きたくても働けなかった氷河

期世代の私たちが肌感覚で記憶していること

だ。

AI のもたらす功罪を考えるときに、介在し

ている人間がどのように情報を操っているかを

省察せずに評価はできない。デジタル情報技術

の生態環境に息吹く AI は、より広く人間社会

の生態系や情報の循環体系を含む「環」を映し

だす。AI を怖がるのではなく、工学系、社会

科学系や人文系の仲間とも手を取り合い、AI

を介して映る社会の脆さを千思万考できればと

思う。


